
 

 

 

 

 

 

一致団結 輝け 谷本中！！ 

新年を前に２０２６年の部活動の目標・意気込みを紹介します。 

 

【男子バスケットボール部】 新人県大会ではベスト１６まで進むことができ

ました。この経験を糧に、春のブロック大会では優勝、総体で県大会

に出場することを目標としています。そのために、「誰からも応援さ

れるチーム」を目指してひたむきに努力していきます。 

【女子バスケットボール部】 私たちは、新人戦で悔しい思いをしました。現在

は、その気持ちを練習にぶつけ日々努力をしています。次の春のブロ

ック大会では決勝進出、総体では県大会ベスト８を目指しています。

応援よろしくお願いします。 

【女子バレーボール部】 今年は初めて県大会に出場することができました。

来年は県大会で３勝して２日目に進むことが目標です。３年生が引

退し、人数は半分になりましたがそれぞれの個性や元気さを生かし

て心をひとつにボールをつなげています。 

【卓球部】 1球１球を大切にし、練習を重ねるごとに長所をのばしていく。

常に手や足を動かして、頭で考えながらプレーをする。 

【サッカー部】 「人の心を魅了する、熱くする。」 

プレーする自分も含め、すべての人が自然と引き込まれる、夢中に

なれるチームを目指します。人としての成長を大切に、県大会出場

に向けて活動しています。 

【野球部】 各種大会で上位進出を狙います。 

３月 翌桧杯埼玉県近県中学生野球大会  

   青葉区春季野球大会  

   下町杯 GIANTS中学野球大会 

４月 横浜市中学校春季野球大会 

６月 横浜市総合体育大会野球の部 

応援をどうぞよろしくお願いいたします。 
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【女子ソフトボール部】 二大会連続目前で逃してしまった県大会出場を目指

して、チーム一丸となって取り組んでいきます。その実現のため

に、普段の生活から当たり前のことを当たり前にこなす「凡事徹

底」、何事にもひたむきに力を尽くす「鞠躬尽力」を目標として頑

張っていきます。 

【剣道部】 剣道部は、１年生９人、２年生５人で活動しています。少ない人数で

すが、県大会出場を目標とし、切磋琢磨しながら日々稽古に励んでいま

す。勝つ資格のあるチームとなれるよう、寒さに負けず、頑張ります！ 

【水泳部】 挨拶や返事をしっかりとして、さまざまな人から応援されるチー

ムをめざします。シーズンで結果が残せるように目的意識をもって

練習をしていきます。 

【吹奏楽部】 吹奏楽部では「響け つながれ 一音入魂」をモットーに、聴

いてくださっている方々に楽しんでいただけるような演奏をするこ

と、また今は２月１日にある「神奈川新人コンクール」に向けて、

日々練習に励んでいます。３月２６日に町田市民ホールにて、定期

演奏会を行います。ぜひ来てください！ 

【合唱部】 部活動では一人ひとりの歌声を響かせることを目標に活動してい

る。毎年恒例の９月の合唱部ミニコンサートや合唱コンクールの吹

奏楽部と合同の「合唱」を披露することができた。来年は部員を増

やすことを目標にたくさんコンサートをできるようにしたい。 

【漫画部】 漫画部は、「お互いの“好き”を共有する・尊重する」をモット

ーに、学年関係なく楽しく活動し、制作活動をすすめていきます！ 

【美術部】 報連相を大切にし、無断欠席をなくす。準備・片付けをみんなで

協力してきちんとやる。作品が完成するまで粘り強く取り組む。 

【演劇部】 市大会で最優秀賞をとって県大会に出場する！  

全力で楽しんで最高の演劇を創り上げる！ 

【ＩＣＴ部】 Scratch、動画編集等、発表に向けて技術を向上し、様々な検

定合格に向けて日々の活動に全力で取り組む。 

【手芸部】 他学年と協力して、大きな作品を作ったりお互いにわからないと

ころを教え合ったりする。他学年との壁を無くし、さらに仲の良い

部活にする。 

【茶道部】 「和敬静寂」（互いに心を開き敬い合う。そして清らかで動じな

い心を持つ）という茶道の精神を身につける。そのために日々の練

習を大切にし、茶会に参加して修練する。 

【華道部】 １回１回のお稽古を大切にし、花と向き合い、それをどう生かすか

を考えることで己の心と技術を磨く。仲間と仲良く、楽しくいける！  



中学校給食「全員給食」に向けて 

令和８年４月から、すべての横浜市立中学校で「全員給食」がスタートします。

その準備として、谷本中でも１２月２２日から２４日まで、１，２年生と個別支

援級を対象に「汁物食缶」の試行を実施しました。現在カップ容器で配られてい

る汁物を、食缶から一人ずつよそって配るものです。小学校で経験して慣れてい

たこともあって、スムーズに行うことができました。 

 

 中学校給食「全員給食」での食物アレルギー対応について 

１，２年生の三者面談でお話ししましたが、食物アレルギーがある場合は、医

療機関を受診して「学校生活管理指導表」を作成していただきます。それをもと

に、２月または３月に学校で面談を行い、対応の方法を決定します。 

 

食物アレルギーがある場合（以下を基本として、学校との面談を経て決定） 

①医療機関の指導のもと家庭での除去を行っていない → 一般食 

②給食で使用しない食材にのみアレルギーがある → 一般食 

 

 

 

 

③コンタミネーション（微量混入）や調味料等への配慮が必要 

 → 毎日家庭弁当 

④特定原材料９品目のうち【えび・小麦・卵・乳】のいずれかにアレルギー 

 がある → 代替食（乳アレルギーがある場合は代替食「牛乳なし」） 

⑤特定原材料９品目に加えて、特定原材料９品目以外のアレルギーがある 

 → 代替食（乳アレルギーがある場合は代替食「牛乳なし」） 

 → 特定原材料９品目以外の原因食物が給食に出る日は家庭弁当 

⑥特定原材料９品目以外のアレルギーがある 

 → 一般食 → 特定原材料９品目以外の原因食物が給食に出る日は家庭弁当 

  

食物アレルギー以外の理由で給食での個別対応を希望する場合 

（乳糖不耐症などの健康上の理由による食事制限、宗教上の食物禁忌等） 

 → 学校との面談を経て決定 

＜横浜市中学校給食のサイトの次のページをご覧ください＞ 

 ２０２６年からいよいよスタート → 全員給食に関するＱＡはコチラ → Ｑ３３ 

https://kyushoku.city.yokohama.lg.jp/user/qa#faq-4 

特定原材料９品目のうち 

かに・くるみ・そば・ピーナッツ・カシューナッツ 

特定原材料２０品目のうち 

アーモンド・キウイフルーツ・マカダミアナッツ・ピスタチオ 
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https://kyushoku.city.yokohama.lg.jp/user/qa#faq-4


文化学習発表会 

１２月１日から１２日まで、教科・学年・委員会・部活動などによる文化学

習発表会が行われました。各フロアやＣ棟の廊下、階段に作品が展示され、そ

れぞれの活動の成果を全校で知るよい機会となりました。個人面談の面談期間

が重なっていたので、保護者の方にも見ていただくことができました。 
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全国学力・学習状況調査報告 

 

学習習慣等の調査の結果から、学習習

慣がしっかりと身についており、主体的

な学習の調整もできている生徒が多い様

子が見られます。学力調査の結果を見て

も、基本的な学力がしっかりと定着して

おり、日々の取り組みを振り返って、学

習の調整を図ろうとしていることがうか

がえます。 

また、「友達や周りの人の考えを大切に

して、協力しながら課題の解決に取り組

んでいる」と答えた生徒や、「話し合う活

動を通して、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気づいている」と答えた生

徒も多く見られました。これは、各授業や道徳の授業などで話し合い活動が取り

入れられ、生徒同士が意見交換をする中で、別のものの見方や物事のとらえ方な

どを学んでいる成果だと考えられます。 

一方で、「授業で学んだことを次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生か

したりすることができると思う」と答えた生徒の割合は低い結果でした。学習内

容を実生活での活用場面に当てはめ、学習した事柄を発展させていくような授

業展開にすることが今後の課題 

と考えられます。 

また、ＩＣＴ機器を使って文書

を作成したり、情報整理をしたり

することに課題があると答えた生

徒の割合も比較的多いです。これ

は、授業でＩＣＴ機器を活用する

頻度が少ないことも原因の一つで

はないかと考えられます。今後の

社会生活では、ＩＣＴ機器の活用

が必須であるため、授業の内容や

展開に合わせて、ＩＣＴ機器を使

用する場面設定を増やす工夫をし

ていく必要があります。 

今回の結果をもとに、これからも引き続き授業改善に取り組んでいきます。 



 
７日（水）        朝会（表彰含む） 昼食あり 

８日（木）～１６日（金） 教育相談週間 

９日（金）～３０日（金） 校内書き初め展 

１３日（火）        専門委員会（３年生最後） 

１５日（木）        中央委員会（３年生最後） 

１８日（日）        防災訓練（会場：谷本中学校 校庭・体育館） 

（梅が丘自治会／谷本中学校防災拠点運営委員会） 

２２日（木）        個別支援学級合同学芸会（西公会堂） 

２９日（木）        １年遠足（鎌倉方面） 

              ２年職場体験（キッザニア） 
  

◎学校カウンセラー来校日 ８日（木）、１５日（木）、１９日（月）、２６日（月）、２９日（木） 

がんばっています 谷本中生！！ 

【   

★神奈川県大会 (12/20)  金賞 東関東大会出場決定（R8.１／２５） 

 

【   

★横浜市中学校選抜 全日本少年軟式野球大会出場決定（R8.８月） 

          水戸市長旗東日本少年軟式野球大会出場決定（R8.８月） 

 

【  

★神奈川県納税貯蓄組合連合会 会長賞 

★緑税務署長賞 

★緑県税事務所長賞 

★緑納税貯蓄組合連合会優秀賞 

 

【  

青葉台地区社会福祉協議会主催の地域清掃

＆草抜き・花植え（11/29）に、ボランティア

の生徒が参加してくれました。 

 

 

   

★学校閉庁期間：１２月２７日（土）～１月４日（日）の緊急時の連絡 

横浜市教育委員会北部学校教育事務所（０４５－９４４－５９７８） 

平日の８時３０分から１７時１５分の間にご連絡ください 

１
月
の
主
な
予
定 


